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新
村
上
市
発
足
後
、
初
め
て
の
降
雪
期
と
な

り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
合
併
前
と
同
じ
よ
う
に
皆
さ
ん
の

通
勤
や
通
学
に
影
響
が
及
ば
な
い
よ
う
、
迅
速

か
つ
円
滑
な
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

し
か
し
、降
雪
状
況
に
よ
っ
て
は
、除
雪
作
業

に
多
少
遅
れ
が
で
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

除
雪
作
業
の
安
全
と
効
率
化
が
図
ら
れ
る
よ

う
、皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【除雪基準】
⑴�雪の降り始めの出動基準は、おおむね10センチメートルの降雪量を目安として、除雪作業を実施します。

積雪後は、道路交通状況の把握に努め、風によって生ずる吹きだまりや、降雪による交通障害の有無を的

確にとらえ、作業にあたります。

⑵�歩道除雪の出動基準は、歩道上の積雪が20センチメートルを上回っている場合を標準とし、必要なときに

除雪を行います。

円滑な除雪作業を行うため、市民の皆さんへのお願い
⑴ ご意見やご要望は区長・総代を通じて

　�　除雪に対するご意見やご要望は、必ず区長・総代を通して申し出てください。市からの回答もすべて区
長・総代へ連絡します。

⑵除雪の手直しは各自で

　�　除雪作業のため各戸の玄関、車庫などの出入口が雪でふさがることがあります
が、ご面倒でも各自で通路の手直しをお願いします。なお、出入口に雪が入らな

いように板、角材などで防護処置をしていただいてもかまいません。

⑶除雪車の妨げになるものは片付けて

　�　除雪作業の妨げとなりますので、道路にはみ出した枝や植木、乗入口の鉄板な
どは事前に撤去してください。

⑷除雪車には注意を

　�　除雪作業は吹雪・降雪の中の作業が多く、見通しが悪いため危険です。除雪機
械に近づかないようにお願いします。自動車などを運転される皆さんは、除雪車

に道を譲ってくださるようお願いします。

円滑な除雪作業のためにご協力を!!

各
家
庭

区
長
・
総
代

ご意見・ご要望

回　答

市

ご意見・ご要望

回　答
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⑸路上駐車は絶対にしないでください

　�　除雪作業は、夜間や早朝の暗いうちに行う場合が多いので、道路上
の駐車、待避所内の駐車、物件の放置などは絶対にしないようにお願

いします。

⑹危険箇所は目印を

　�　除雪道路沿いの塀、垣根、工作物などは、雪の下になるとわからな
くなり、除雪車が誤って壊すことがありますので、あらかじめ竹の先

に赤布をつけるなど、目じるしをして防止してください。

⑺道路に雪捨てはやめましょう

　�　道路は人や車が通る場所です。雪を道路に捨てることは、交通事故の原因
となりますので、絶対にしないでください。新潟県道路交通法施行細則13条
１項で道路に雪を捨てることは禁止されています。

⑻消雪パイプの節水・節電に協力を

　�　消雪パイプの散水時間は、地下水の減少による地盤沈下の防止と電力消費
の節減を図るため、午後２時～３時までと午後４時～５時までの計２時間は降雪があっても散水しませ

ん。

　　貴重な資源を守るため、ご協力をお願いします。

⑼雪置き場に協力を

　�　年々宅地化が進み、雪の置き場所がなくなっています。せっかく除雪車が出動しても、雪の置き場がな
いと目標の時間に除雪が終わりません。地区で協力し、雪の置き場所の確保をお願いします。

●問い合わせ

地区 担　当 電話番号
村上 建設課維持管理係 ☎53－2111　内線516～518
荒川 荒川支所建設水道課維持管理係 ☎62－3101　内線231・232
神林 神林支所建設課維持管理係 ☎66－6111　内線221
朝日 朝日支所建設水道課維持管理係 ☎72－6884
山北 山北支所建設水道課維持管理係 ☎77－3116

◎国道・県道などの除雪について

公　道 各施設管理者 電話番号

国道７号
国土交通省新潟国道事務所村上維持出張所 53－2942
国土交通省新潟国道事務所新発田維持出張所 0254－26－0337

国道113号 国土交通省新潟国道事務所新発田維持出張所 0254－26－0337

その他の国・県道
新潟県村上地域振興局地域整備部 52－7959
新潟県新発田地域振興局地域整備部 0254－22－5114

◎公共の雪捨て場（12月15日〜 3月31日）

［荒川地区］［村上地区］

◎駐車禁止のお知らせ（1月1日〜2月28日）
　　�冬期間、下記の道路（斜線部分）が駐車禁止となり
ます

●雪捨て場設置箇所
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市
展
賞佐

藤
健
治
さ
ん
（
羽
黒
口
）

　芸術の秋の祭典「村上市美術展覧会」が11

月１日㈯から３日㈷まで、村上体育館を会

場に行われました。今年度は、新市誕生後初

の開催となり、今回が第１回として新たに

行われました。市内外から応募総数237点の

力作が集まり、また、郡市児童生徒絵画展覧

会も併せて開催され、期間中は大勢の人が

足を運びました。

　各部門ごとの入賞者を紹介します。

【
受
賞
者
の
声
】

　

市
展
賞
（
2
回
目
）
を
い
た
だ
き
光
栄
に
思

い
ま
す
。

日

本

画

部

門

市
展
賞

佐
藤
ル
リ
さ
ん
（
牧
目
）

【
受
賞
者
の
声
】

　

第
一
回
市
展
賞
を
受
賞
し
て
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。美
し
い
蓮は

す

の
花
を
思
い
切
り
大
き
く

優
雅
に
見
せ
た
く
、カ
ラ
カ
ラ
に
枯
れ
た
蓮
の

実
を
周
り
に
お
き
ま
し
た
。か
つ
て
前
世
は
こ

の
花
の
よ
う
に
美
し
く
咲
き
輝
い
て
い
た
と

思
い
ま
す
。こ
の
蓮
の
実
と
今
咲
い
て
い
る
花

を
美
し
く
浮
き
出
た
せ
る
た
め
、し
っ
か
り
大

事
に
描
き
ま
し
た
。花
は
な
か
な
か
浮
き
出
て

く
れ
ず
、
バ
ッ
ク
を
何
度
も
塗
り
直
し
、
思
い

通
り
の
絵
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
だ
さ
っ

た
先
生
、
絵
の
仲
間
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　

村
山　

慎
一
郎
さ
ん（
八
日
市
）

村
上
市
美
術
協
会
長
賞

　

町
野　

美
和
子
さ
ん（
緑
町
一
丁
目
）

奨
励
賞

　

本
間　

久
き
ゅ
う
い
ち
一
さ
ん（
肴
町
）

　

斎
藤　

市
子
さ
ん（
久
保
多
町
）

　

板
垣　

泰
彦
さ
ん（
勝
木
）

　

高
木　

ア
キ
ラ
さ
ん（
杉
原
）

洋
画
・
版
画
部
門

市
展
賞鈴

木
悟
司
さ
ん
（
葛
籠
山
）

【
受
賞
者
の
声
】

　

合
併
後
、
第
一
回
と
い
う
記
念
す
べ
き
日

に
、こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
賞
を
い
た
だ
く

彫
塑
・
工
芸
部
門

第１回

市 展

　

最
近
、「
テ
ー
マ
が
表
現
を
決
め
る
」こ
と
に

気
付
き
始
め
ま
し
た
。
市
展
で
は
、
祭
り
の
に

ぎ
わ
い
を
テ
ー
マ
に
金
箔
を
使
う
な
ど
ギ
ン

ギ
ラ
ギ
ン
に
仕
上
げ
て
み
ま
し
た
。

　

ご
指
導
い
た
だ
い
た
渋
谷
先
生
、
浦
上
先
生

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
精
進
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　

小
田　

正ま
さ

子こ

さ
ん（
布
部
）

村
上
市
美
術
協
会
長
賞

　

樋
口　

公
子
さ
ん（
飯
野
二
丁
目
）

奨
励
賞

　

中
野　

栄
子
さ
ん（
羽
黒
町
）

こ
と
が
で
き
、
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。
今
ま

で
父
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
支
え

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
感
謝
の
心

を
忘
れ
ず
に
精
進
し
て
作
品
作
り
に
励
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
度
は
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　

ケ
ア
ハ
ウ
ス
ひ
ま
わ
り

村
上
市
美
術
協
会
長
賞

　

大
沼　

イ
ト
さ
ん（
緑
町
二
丁
目
）

奨
励
賞

　

渡
辺　

伸
子
さ
ん（
胎
内
市
）

　

小
田　

美
津
子
さ
ん（
関
口
）
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書
道
部
門

「
良
寛
詩
」

　

須
貝
九
甫
さ
ん（
小
国
町
）

日
本
画
部
門

「
若
武
者（
村
上
大
祭
荒
馬
）」

　

佐
藤
健
治
さ
ん（
羽
黒
口
）

洋画・版画部門

「闇の聖花」

佐藤ルリさん（牧目）

写真部門

「車の中の少女と鳥達」

佐川静太郎さん（飯野一丁目）

彫塑・工芸部門

「迷
めい

苦
く

…侵されていく僕の心」

鈴木悟司さん（葛籠山）

市展賞
受賞作品

市
展
賞須

貝
九

き
ゅ
う

甫ほ

さ
ん
（
小
国
町
）

【
受
賞
者
の
声
】

　

こ
の
た
び
の
市
展
賞
受
賞
に
あ
た
り
、大
変

光
栄
に
存
じ
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
第
一
回
目

で
も
あ
り
、
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
も
ひ
と
え
に
こ
れ
ま
で
ご
指
導
く
だ
さ
い

ま
し
た
諸
先
生
方
の
お
か
げ
と
深
く
感
謝
申

書

道

部

門

市
展
賞

佐
川
静せ
い

太た

郎ろ
う

さ
ん
（
飯
野
一
丁
目
）

【
受
賞
者
の
声
】

　

本
年
は
市
町
村
合
併
に
よ
り
新
し
い
村
上

市
が
誕
生
し
た
記
念
す
べ
き
第
一
回
目
の
美

写

真

部

門

し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
ご
指
導
を
賜
り
な
が
ら
、精
進
い
た
し

ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　

本
間　

美
榮
子
さ
ん（
飯
野
三
丁
目
）

村
上
市
美
術
協
会
長
賞

　

相
馬　

華か

釧せ
ん

さ
ん（
吉
浦
）

奨
励
賞

　

坂
爪　

南な
ん

音い
ん

さ
ん（
飯
野
桜
ヶ
丘
）

　

坂
井　

昭
彦
さ
ん（
胎
内
市
）

　

板
垣　

澄
ち
ょ
う
せ
ん
仙
さ
ん（
瀬
波
上
町
）

　

板
垣　

梧ご
し
ゅ
う舟
さ
ん（
高
根
）

　

船
屋　

香こ
う

華か

さ
ん（
胎
内
市
）

　

鈴
木　

安
子
さ
ん（
岩
船
縦
新
町
）

　

大
滝　

寿
美
子
さ
ん（
片
町
）

術
展
で
市
展
賞
を
受
賞
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、

誠
に
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

　

今
回
の
受
賞
で
10
回
目
の
受
賞
を
数
え
、
す

べ
て
の
賞
を
受
賞
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
一
層

精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　

横
井　

良よ
し

人と

さ
ん（
片
町
）

村
上
市
美
術
協
会
長
賞

　

貝
沼　

久
仁
夫
さ
ん（
大
場
沢
）

奨
励
賞

　

石
黒　

俊
子
さ
ん（
松
岡
）

　

川
内　

清
作
さ
ん（
鋳
物
師
）

　

山
本　

和か
ず

子こ

さ
ん（
二
之
町
）
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　旧村上市で好評を得ていた温泉入浴助成事業『湯っくり・湯ったり事業』を、今年度から村上市全地区を

対象として行います。下記の温泉施設に「湯ったりチケット」を提出すると、１回300円（勝木・ゆり花温泉
は150円）で入浴できます。地元にある温泉施設を有効に活用し、健康づくりと医療費節減に役立てましょう。

◆
い
つ
使
え
る
の
？

　

平
成
21
年
1
月
5
日
㈪

　
　
　
　
　
　

〜
3
月
31
日
㈫

◆
だ
れ
が
使
え
る
の
？

・�

40
歳
以
上
（
昭
和
44
年
4
月
1
日

以
前
に
生
ま
れ
た
人
）
の
村
上
市

国
民
健
康
保
険
加
入
者

・�

村
上
市
に
住
民
票
の
あ
る
長
寿
医

療
制
度（
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
）

加
入
者

◆
チ
ケ
ッ
ト
は
い
つ
、

　

ど
こ
で
も
ら
え
る
の
？

　

チ
ケ
ッ
ト
を
希
望
さ
れ
る
対
象
者

は
、
市
役
所
窓
口
で
申
請
が
必
要
で

す
。

●
チ
ケ
ッ
ト
配
布
期
間

　

12
月
1
日
㈪

　
　
　

〜
平
成
21
年
1
月
30
日
㈮

（
10
枚
つ
づ
り
の
チ
ケ
ッ
ト
を
１
人

１
冊
の
み
配
布
し
ま
す
）

※�

１
人
１
回
限
り
の
申
請
で
、い
か
な

る
理
由
で
も
再
発
行
で
き
ま
せ
ん

※�

期
間
を
過
ぎ
る
と
配
布
で
き
ま
せ

ん
の
で
、注
意
し
て
く
だ
さ
い

●
受
付
窓
口

　

・
保
健
医
療
課
国
保
係

　
　

※�

村
上
地
区
に
住
所
が
あ
る
人

は
、
村
上
地
区
公
民
館
各
分

館
で
も
受
け
付
け
し
ま
す

　

・�

各
支
所
地
域
福
祉
課
国
保
医
療
係

●
持
参
す
る
も
の

　

・�

村
上
市
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証

　

・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

※�

チ
ケ
ッ
ト
を
代
理
の
人
が
申
請
す

る
場
合
は
、
申
請
者
（
対
象
者
本

人
）
の
保
険
証
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い

◆
チ
ケ
ッ
ト
の
使
い
方

・�

対
象
者
本
人
の
み
ご
利
用
で
き
ま

す
。

・�

チ
ケ
ッ
ト
は
切
り
取
ら
ず
に
各
温

泉
施
設
の
受
付
に
提
出
し
、

３
０
０
円
（
勝
木
・
ゆ
り
花
温
泉

は
１
５
０
円
）
を
支
払
っ
て
入
浴

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

勝
木
・
ゆ
り
花
温
泉
は
、
68
歳
以

上
の
人
は
１
０
０
円
で
入
浴
で
き

ま
す
の
で
、
チ
ケ
ッ
ト
を
提
出
せ

ず
、
保
険
証
や
運
転
免
許
証
な
ど

の
年
齢
を
確
認
で
き
る
も
の
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い

◆
利
用
で
き
る
温
泉
施
設

　

☆
野
天
風
呂　

湯
元　

龍
泉

　

☆
ゆ
処
そ
ば
処　

磐
舟

　

☆
ウ
ェ
ル
ハ
ー
ト
ピ
ア
新
潟
瀬
波

　

☆
瀬
波
は
ま
な
す
荘

　

☆
ホ
テ
ル
瀬
波
観
光

　

☆
朝
日
・
ま
ほ
ろ
ば
温
泉

　

☆
勝
木
・
ゆ
り
花
温
泉

※�

利
用
で
き
る
時
間
帯
は
各
施
設
に

よ
っ
て
違
い
ま
す
。チ
ケ
ッ
ト
配
布

時
の
案
内
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ

　

保
健
医
療
課
国
保
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
５
２
・
２
５
３
）
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737
4,587 4,465 4,604 4,767 4,871

191199 194 192 181

事業所 従業者数（人） 製造品出荷額等（億円）
平成16年 平成17年 平成18年 平成19年

平成15年

6.9

9.0

677.2

666.6

 0 200 400 600 800
■従業者3人以下事業所　■従業者4人以上事業所

製造品出荷額等

従業者4人以上の事業所

単位:億円

工業統計調査にご協力ください！

事業所数 従業者数（人） 製造品出荷額等（万円）
平成15年 平成17年 平成15年 平成17年 平成15年 平成17年

従業者３人以下事業所 114 99 223 182 89,692 69,203
全体に占める割合（％） 36.4 34.0 4.6 3.8 1.3 1.0
従業者４人以上事業所 199 192 4,587 4,604 6,665,547 6,772,277

※旧荒川町、旧神林村、旧朝日村、旧山北町を含みます

●問い合わせ　情報政策課統計係　☎53－2111（内線501）

　12月31日を調査期日として、国内の製造業の現状を把握すること
を目的とした工業統計調査が、全国一斉に行われます。

　今年は全数調査（西暦末尾が０、３、５および８の年については

全数調査、それ以外の年は従業者４人以上の事業所を調査の対象と

しています）のため、従業者数が３人以下の事業所にも調査票を記

入いただきます。

　調査員が12月中旬から来年１月にかけて、製造業を営むすべての
事業所に調査票記入のお願いに伺います。年末年始のご多忙の中で

はありますが、ご協力をお願いします。

　記入していただいた調査票の内容については、統計法に基づき秘

密が厳守されますので、数値などの正確な記入をお願いします。

○従業者４人以上の事業所の調査結果

事業所
従業者数
（人）

製造品出荷
額等（万円）

平成15年 199 4,587 6,665,547
16年 194 4,465 6,694,543
17年 192 4,604 6,772,277
18年 181 4,767 7,082,959
19年 191 4,871 7,372,075

※�旧荒川町、旧神林村、旧朝日村、旧山北町を含み
ます
※平成19年の結果は速報値です

○全数調査結果

これまでの工業統計調査結果

工業統計調査のキャラクター

コウちゃん
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12
月
４
日
か
ら
10
日
は
、「
人
権
週
間
」で
す
。

　

昭
和
23
年
12
月
10
日
、第
３
回
国
連
総
会
に
お
い
て
、「
す
べ
て
の
人
民
と
す
べ
て
の
国
と
が
達
成
す
べ
き

共
通
の
基
準
」と
し
て「
世
界
人
権
宣
言
」が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
記
念
し
て
、昭
和
24
年
か
ら
毎
年
12
月
10
日
を
最
終
日
と
す
る
一
週
間
を「
人
権
週
間
」と
定
め
、

全
国
的
な
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は「
世
界
人
権
宣
言
」が
採
択
さ
れ
て
60
周
年
で
あ
る
と
と
も
に
、人
権
擁
護
委
員
制
度
が
発
足
し
て

60
周
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、人
権
擁
護
委
員
制
度
と
村
上
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
が
今
年
度
実
施
し
た
啓
発
活
動
を
紹
介

し
ま
す
。

日
、第
３
回
国
連
総
会
に
お
い
て
、「
す
べ
て
の
人
民
と
す
べ
て
の
国
と
が
達
成
す
べ
き

日
を
最
終
日
と
す
る
一
週
間
を「
人
権
週
間
」と
定
め
、

周
年
で
あ
る
と
と
も
に
、人
権
擁
護
委
員
制
度
が
発
足
し
て

　

こ
こ
で
は
、人
権
擁
護
委
員
制
度
と
村
上
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
が
今
年
度
実
施
し
た
啓
発
活
動
を
紹
介

人
権
擁
護
委
員
制
度
と
は

　

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
人
た
ち
が
、

地
域
の
中
で
人
権
思
想
を
広
め
、住

民
の
人
権
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う

に
配
慮
し
、人
権
を
擁
護
し
て
い
く

こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
考
え
か

ら
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、諸
外

国
に
も
例
を
見
な
い
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
か
ら
、民
間
の
人
た
ち

を
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
市
町
村

長
が
推
薦
し
、法
務
大
臣
が
委
嘱
し

て
住
民
の
人
権
擁
護
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
は
こ
ん

な
活
動
を
し
て
い
ま
す

　

人
権
擁
護
委
員
は
、地
域
住
民
が

人
権
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う「
中
学
生
人
権
作
文
コ

ン
テ
ス
ト
」や
小
学
校
を
対
象
に
し

た
「
人
権
の
花
運
動
」
な
ど
の
啓
発

活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、人
権
擁
護
委
員
は
毎
月
25

日
に
市
役
所
本
庁
市
民
相
談
室（
社

会
福
祉
課
脇
）で
午
前
10
時
か
ら
午

後
３
時
ま
で
人
権
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

他
の
地
区
で
も
不
定
期
に
人
権

相
談
所
を
開
設
し
て
人
権
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、市
報
む
ら
か

み
で
相
談
日
を
確
認
す
る
か
新
潟

地
方
法
務
局
村
上
支
局
（
☎
53
‐

２
３
９
０
）に
実
施
日
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

人権標語入りエコ手袋を配布する人
権擁護委員

人権の大切さを市民に話す人権擁護
委員

朝日地区
「あさひさんさんまつり」にて

12 月４日から 10日は人権週間

《世界人権宣言 60周年》育てよう 一人一人の 人権意識
思いやりの心・かけがえのない命を大切に世界人権宣言 60周年ロゴ
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「
人
権
の
花
運
動
」

　

毎
年
小
学
校
で
は
、友
達
と
協
力

し
て
花
を
育
て
る
こ
と
で
、豊
か
な

情
操
や
思
い
や
り
の
心
を
は
ぐ
く

む
た
め
「
人
権
の
花
運
動
」
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
「
人
権
の
花
運
動
」

に
は
、村
上
小
学
校
・
山
辺
里
小
学

校
・
小
川
小
学
校
・
保
内
小
学
校
・

神
納
東
小
学
校
・
さ
ん
ぽ
く
南
小

学
校
・
安
角
小
学
校
・
粟
島
浦
小
学

校
の
８
校
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

種
ま
き
、球
根
の
植
え
付
け
か
ら

始
ま
り
、
肥
料
や
水
や
り
、
草
取
り

を
し
な
が
ら
人
権
の
き
れ
い
な
花

を
咲
か
せ
よ
う
と
が
ん
ば
っ
て
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

「
人
権
の
花
運
動
」
を
通
し
て
子

ど
も
た
ち
は
友
達
と
の
協
力
・
友

達
へ
の
感
謝
・
友
達
と
わ
か
ち
合

う
喜
び
・
友
達
の
大
切
さ
な
ど
多

く
の
こ
と
を
学
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

「早く芽が出てきてほしいな」（小川小学校） 「元気な芽が出てきたぞ」（神納東小学校）

「きれいな花を咲かせてよ」（村上小学校） 「ほら、こんなにきれいな花が咲いたよ」（保内小学校）

12 月４日から 10日は人権週間

《世界人権宣言 60周年》育てよう 一人一人の 人権意識
思いやりの心・かけがえのない命を大切に世界人権宣言 60周年ロゴ
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土地取得 情報通信
事業

みどりの里 蒲萄
スキー場

工業団地
事業

あらかわ
ゴルフ場

奨学資金 国民
健康保険

国民健康
保険診療所

後期高齢者
医療

老人保健 介護保険 介護サー
ビス事業

下水道事業 集落
排水事業

簡易
水道事業

34

地方交付税 市税 市債 県支出金 国庫支出金 その他

11,604

収益的収入
※上水道事業会計は、公営企業法に基づく会計基準を用いているため、一般会計
　などとは予算運営が異なります

収益的支出 資本的収入 資本的支出

995

428

871

237

541

0

994

210

7,464

2,929

1,953
1,455

4,742

8,373

4,639

4 773
324

2,106

民生費 公債費 土木費 教育費 総務費 その他

7,503

4,896

3,735
3,354

2,921

7,738

2,908
2,339

389

1,243 1,373

3,060

717

2,153

5,251

181

6,498

1,361

692
34

8,526

5953529
248659

0 106
12164481

3,3671,208

1968

3,422

26
30

04
110

207
22

241

602
1,922

94

2,8851,188

23715

3,595

28263

3
110215

収入額
支出額

（単位：百万円）

予算額

予算額
執行額

（単位：百万円）

予算額
執行額

（単位：百万円）

歳　出
予算額 30,147百万円
支出済額 11,312百万円
（執行率37.5％）

歳　入
予算額 30,147百万円
収入済額 16,219百万円
（執行率53.8％）

　今年の４月から９月までに、国からの補助金や市

税などの市に入ったお金（歳入）と、保育園の運営

経費や道路建設などに支払った金額（歳出）がどの

くらいあったのか、上半期の市の台所事情をお知ら

せします。

　９月時点で歳出に比べて歳入が不足している会

計は、会計間で資金をやりくりして、借入に頼らな

い運営を行っています。また、下半期に国の補助金

などが多く入ってくるため、１年間で見ると帳尻が

合うこととなります。

お知らせします

村上市の台所
平成�0年度上半期（４月〜９月）

一般会計の執行状況

特別会計の執行状況

上水道事業会計の執行状況 一般会計市税の状況
（単位：百万円）

現計予算額 収入済額

市 民 税 2,904 1,654
固 定 資 産 税 3,751 2,510
軽 自 動 車 税 154 150
市 た ば こ 税 404 197
特別土地保有税 0 0
入 湯 税 79 34
都 市 計 画 税 172 94
市 税 合 計 7,464 4,639
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の事
ふ れ あ い 平成20年度

村上市民ふれあいセンター 主催 業 ご 案内
TEL 52-0201　FAX 52-0202　HP　http://www.iwafune.ne.jp/̃fureai　E-mail　0201@mail.iwafune.ne.jp

むらかみ アコースティック
ジャンボリー

アコースティック
ジャンボリー

200812
13㈯

開場　午後0時30分
開演　午後1時30分

全席自由　1,500円（当日1,800円）

【問い合わせ】� 音楽の専門店ミヤシタ楽器　〒958－0823　村上市仲間町200村上プラザ1F　TEL50－1108　FAX50－1156

� 村上市民ふれあいセンター　〒958－0000　村上市岩船3270　TEL52－0201　FAX52－0202　http://www.iwafune.ne.jp/~fureai

プレイガイド

◆酒とコーヒーと音楽の店　楽屋

◆ライブハウス・クリーム

◆どんとうまい（荒川ショッピングセンターアコス内）

◆朝日きれい館

◆村上市民ふれあいセンター

◆音楽の専門店ミヤシタ楽器

主　　催　㈶イヨボヤの里開発公社

企画制作　音楽の専門店ミヤシタ楽器

後　　援　村上市教育委員会

落合みつを

酒井杏

相川瞳

チャンベビ
真季

きんばらしげゆき

ところ

村上市民ふれあいセンター
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元気な
うちから
介護予防

　

高
齢
期
は
心
身
の
老
化
や
疾
病
、

配
偶
者
や
友
人
と
の
死
別
、仕
事
や

家
庭
で
の
役
割
が
な
く
な
る
な
ど
、

喪
失
感
を
抱
く
よ
う
な
出
来
事
が
多

く
、そ
の
分「
う
つ
」に
な
り
や
す
い
環

境
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。つ
ら
い
こ
と

が
あ
っ
て
気
分
が
落
ち
込
み
、
何
を

し
て
も
楽
し
め
な
い
こ
と
は
誰
に
で

も
あ
り
ま
す
が
、こ
う
し
た
状
態
が

い
つ
ま
で
も
続
き
、な
か
な
か
回
復
し

な
い
場
合
は
、う
つ（
う
つ
状
態
、う
つ

病
）を
疑
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

う
つ
は
治
療
に
よ
っ
て
治
る
可
能

性
の
高
い
病
気
で
す
が
、
放
っ
て
お

け
ば
閉
じ
こ
も
り
や
社
会
的
孤
立
を

深
め
、
最
悪
の
場
合
は
自
殺
に
至
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。「
自
分
で
な
ん
と

か
し
よ
う
」と
か「
時
間
が
た
っ
た
ら

よ
く
な
る
は
ず
」と
考
え
ず
、早
め
に

医
療
機
関
に
相
談
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

ポ
イ
ン
ト
１

生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
よ
う

　

で
き
る
だ
け
決
ま
っ
た
時
間
に
起

床
、決
ま
っ
た
時
間
に
床
に
つ
き
、３

食
規
則
正
し
く
食
べ
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
２

十
分
に
休
養
し
よ
う

　

つ
ら
い
時
や
疲
れ
を
感
じ
た
時
は

ゆ
っ
く
り
と
休
む
こ
と
が
大
切
で

す
。

ポ
イ
ン
ト
３

つ
ら
い
気
持
ち
を
話
し
て
み
よ
う

　

身
近
な
人
や
専
門
家
に
つ
ら
い
気

持
ち
を
正
直
に
話
し
て
、
支
え
て
も

ら
う
こ
と
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
４

心
の
負
担
を
軽
く
し
よ
う

　

家
事
や
仕
事
、役
割
な
ど
は
、が
ん

ば
り
過
ぎ
ず
、
楽
な
気
持
ち
で
行
う

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

村
上
地
区

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
３
６
３
）

荒
川
地
区　

☎
62
‐
０
０
９
５

神
林
地
区

　

☎
66
‐
６
１
１
１（
内
線
１
２
１
）

朝
日
地
区　

☎
72
‐
０
６
６
６

山
北
地
区　

☎
77
‐
４
０
５
３

高
齢
期
に
な
り
や
す
い
﹁
う
つ
﹂

早
め
に
気
づ
い
て
相
談
を
！

　12月11日㈭から20日㈯までは「冬の交通事故防止運動」期間です。年末が近づくと、人や車の動きが

慌ただしくなり、冬型の気候や飲酒機会の増加などにより、交通事故の多発が懸念されます。交通事故に

は十分ご注意ください。

●飲酒運転の根絶・・・飲酒運転などに対する罰則強化から１年!!
・酒酔い運転をすると……５年以下の懲役または100万円以下の罰金

・車両提供をすると………５年以下の懲役または100万円以下の罰金

・酒類提供をすると………３年以下の懲役または50万円以下の罰金

・車両に同乗すると………３年以下の懲役または50万円以下の罰金

●高齢者の交通事故防止
・一般の運転者は

　�　高齢の歩行者や自転車乗りなどを見たら動静を注視するほか、早めに減速するなど、「思いやりとゆ

とりのある運転」を心がけましょう。

・高齢歩行者は

　�　夜間外出するときは、周囲に自分の存在を知らせるため、夜光反射材を身に付けるとともに、明るい

色の服装を心がけ、交通事故から身を守りましょう。

●すべての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
　　平成20年６月１日から道路交通法改正により、すべての座席でシートベルト

　の着用が完全義務化になりました。

・後部座席同乗者は

　�　県内では昨年、後部座席乗車時に６人が亡くなり、うち４人がシートベルトを着用していませんでし

た。車両乗車中の危険性は、前席も後部座席も一緒です。全座席シートベルトを着用しましょう。

・幼児は必ずチャイルドシートを使用しましょう。だっこでは支えきれません。

●問い合わせ　市民課生活交通係　☎53－2111（内線286）または各支所市民生活課生活環境係

冬の交通事故防止運動
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村上市開催（運営）の競技種目別マスコット

トキはなて　君の力を　大空へ

○問い合わせ

　国体課村上分室（☎53－2202）

相撲 銃剣道 トライアスロン

スケートボード 3B体操 リズム体操

高等学校軟式野球

　

ト
キ
め
き
新
潟
国
体
村
上
市
実
行

委
員
会
（
以
下
「
村
上
市
実
行
委
員

会
」
）
で
は
、
全
国
か
ら
訪
れ
る
選
手

な
ど
を
温
か
く
迎
え
る
た
め
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
魅

力
あ
る
大
会
に
す
る
た
め
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格

　

原
則
と
し
て
中
学
生
以
上
で
市
内

在
住
も
し
く
は
在
勤
の
人
（
個
人
・

団
体
不
問
）た
だ
し
、18
歳
未
満
の
人

は
、保
護
者
の
同
意
が
必
要
で
す
。

◆
活
動
事
業

・�

村
上
市
で
開
催
す
る
７
種
目
︻
相

撲
、
銃
剣
道
、
高
等
学
校
野
球
（
軟

式
）
、
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
、
３
Ｂ
体

操
、リ
ズ
ム
体
操
、ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
︼

・�

村
上
市
実
行
委
員
会
主
催
イ
ベ
ン

ト
な
ど

◆
活
動
内
容

　

総
合
案
内
、休
憩
所
の
運
営
、会
場

整
理
誘
導
、会
場
環
境
美
化
活
動
、駐

車
場
の
誘
導
、
ト
ッ
キ
ッ
キ
の
着
ぐ

る
み
、歓
迎
装
飾
、花
い
っ
ぱ
い
運
動

な
ど

◆
報
酬
な
ど

　

活
動
・
研
修
な
ど
の
報
酬
は
あ
り

ま
せ
ん
。た
だ
し
、服
飾
・
昼
食
な
ど

は
必
要
に
応
じ
て
準
備
し
ま
す
。

◆
申
し
込
み

　

応
募
用
紙
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必

要
事
項
を
記
入
し
て
村
上
市
実
行
委

員
会
へ
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
郵
便
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

応
募
用
紙
は
、
村
上
市
実
行
委
員

会
（
国
体
課
お
よ
び
国
体
課
村
上
分

室
）の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。村
上
市
実

行
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
募
集
に
つ
い
て
の
詳
し
い

内
容
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

村
上
市
開
催
競
技
を

紹
介
し
ま
す
！
③

リ
ズ
ム
体
操

競
技
紹
介

　

音
楽
の
リ
ズ
ム
を
活
か
し
て
全
身

的
、
か
つ
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
動
き
で
構

成
さ
れ
た
一
連
の
運
動
で
す
。

　

こ
の
体
操
は「
は
ず
み
」と「
振
り
」

を
使
い
、
体
の
中
心
か
ら
末
端
へ
と

年
齢
や
体
力
に
合
わ
せ
て
動
く
こ
と

が
で
き
、
個
人
の
目
標
や
楽
し
み
を

仲
間
と
一
緒
に
目
指
す
と
い
う
特
色

も
あ
り
、
す
ぐ
に
親
し
め
る
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。

競
技
日

と　

き　

平
成
21
年
10
月
４
日
㈰

と
こ
ろ　

市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

競
技
方
法

　

各
チ
ー
ム
１
～
２
作
品
を
発
表
し

ま
す
。

　

発
表
順
は
、
事
前
に
希
望
を
聞
い

て
主
催
者
に
一
任
と
な
り
ま
す
。

　

一
チ
ー
ム
の
人
数
制
限
は
あ
り
ま

せ
ん
。ま
た
、複
数
の
チ
ー
ム
に
重
複

し
て
出
場
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

発
表
作
品
は
、
音
楽
と
の
調
和
の

と
れ
た
一
連
の
運
動
と
し
、
競
技
形

式
を
と
ら
な
い
構
成
と
な
り
ま
す
。

手
具
の
使
用
は
自
由
で
す
が
、
会
場

の
ス
ペ
ー
ス
の
範
囲
内
と
し
ま
す
。

参
加
資
格

　

県
内
在
住
の
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で

問
い
合
わ
せ

　

ト
キ
め
き
新
潟
国
体

　
　

村
上
市
実
行
委
員
会

　
　
　

☎
77
‐
４
０
５
４

　11月１日㈯、来年の国体で「デモン
ストレーション」として実施されるリ

ズム体操の普及と啓発を目的に「リズ

ム体操フェスティバルin村上」を市民
ふれあいセンターで開催しました。

　参加した団体は12団体、参加者は約
250人を数え、園児から大人まで幅広い
年齢層の人たちが、これまで練習を重

ねてきたすばらしい演技を披露しまし

た。

　また、会場内は他の団体や一般の人

から手拍子や拍手がわき上がるなど大

盛況でした。

　来年はいよいよ本番です。皆さんのご

支援とご協力をお願いします。

リズム体操
フェスティバルin村上

盛り上がった！

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
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腹ふ
く

腔く
う

鏡
き
ょ
う

手
術
の
現
状

新
潟
県
立
坂
町
病
院

外
科
部
長　
　

冨
田　

広

　

手
術
を
受
け
ら
れ
る
患
者
さ
ん
に

「
一
番
心
配
な
こ
と
は
何
で
す
か
」と

い
う
質
問
を
し
ま
す
と
、
ほ
と
ん
ど

の
患
者
さ
ん
が
「
手
術
後
の
傷
の
痛

み
が
心
配
だ
」と
答
え
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
患
者
さ
ん
の
最
大
の

心
配
ご
と
で
あ
る
傷
の
痛
み
を
少
し

で
も
軽
く
す
る
た
め
に
「
腹
腔
鏡
手

術
」
と
い
う
方
法
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

手
術
の
方
法

　

こ
れ
は
お
腹
に
１
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
前
後
の
小
さ
い
傷
を
３
カ
所
か
ら

５
カ
所
つ
く
り
、
そ
の
傷
を
通
し
て

お
腹
の
中
に「
腹
腔
鏡
」と
い
う
カ
メ

ラ
を
挿
入
し
、
お
腹
の
中
の
よ
う
す

を
テ
レ
ビ
画
面
に
映
し
出
し
、
さ
ら

に
お
腹
の
中
に
電
気
メ
ス
や
ハ
サ
ミ

と
い
っ
た
道
具
を
挿
入
し
て
内
臓
の

手
術
を
行
う
方
法
で
す
。
日
本
で
は

平
成
３
・
４
年
か
ら
腹
腔
鏡
を
使
っ

て
胆た
ん

嚢の
う

を
切
り
取
る
方
法
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
全
国
の
病
院
で
爆

発
的
に
普
及
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
腹
腔
鏡
を
使
っ
た
胃
や

腸
の
手
術
は
い
ろ
い
ろ
な
理
由
で
、

長
ら
く
あ
ま
り
普
及
す
る
こ
と
な
く

経
過
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
が
最
近
の
手
術
器
械
の
進
歩

な
ど
に
よ
り
、
平
成
17
年
こ
ろ
か
ら

胃
や
腸
の
手
術
も
徐
々
に
腹
腔
鏡
を

使
っ
た
小
さ
な
傷
で
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
お
り
、
そ
の
手
術
数

も
全
国
的
に
少
し
ず
つ
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

坂
町
病
院
で
も
平
成
19
年
か
ら
多

く
の
患
者
さ
ん
の
胃
や
腸
の
手
術
は

腹
腔
鏡
を
使
っ
て
小
さ
な
傷
で
行
っ

て
い
ま
す
。
以
前
の
お
腹
を
大
き
く

切
り
開
い
て
行
う
方
法
に
比
べ
ま
す

と
、手
術
後
の
傷
の
痛
み
は
軽
く
、手

術
の
ダ
メ
ー
ジ
か
ら
の
回
復
も
か
な

り
早
く
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
課
題

①�

必
ず
し
も
全
員
の
患
者
さ
ん
が
腹

腔
鏡
を
使
っ
て
小
さ
な
傷
で
手
術

が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い

②�

小
さ
い
な
が
ら
も
傷
が
で
き
る
の

で
、
傷
の
痛
み
が
ま
っ
た
く
な
い

わ
け
で
は
な
い

と
い
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

未
来
の
外
科
手
術

　

「
手
術
を
行
っ
て
も
傷
が
残
ら
な

い
、手
術
で
で
き
た
傷
が
痛
く
な
い
」

と
い
う
の
が
理
想
で
す
。
腹
腔
鏡
手

術
は
現
在
、
ま
だ
課
題
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、
理
想
の
た
め
の
第
一

歩
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

な
る
ほ
ど
!
健
康

横山素雄さん（塩谷）

文部科学大臣表彰を受賞

　横山素雄さんが長年の教

育行政の功績により文部科

学大臣から表彰を受けまし

た。

　横山さんは昭和59年から
平成20年３月まで旧神林村
の教育委員を務め、平成19
年６月からは教育委員長職

務代理として活躍しました。その間は小学校の改

築、組合立中学校の解消などに尽力し、総合運動

公園パルパーク神林整備においては、教育委員と

して幼児から高齢者まで生涯スポーツができる環

境整備に貢献しました。受賞おめでとうございま

す。

渡邊與八郎さん（藤沢）

㈳全国社会教育委員連合表彰を受賞

　10月29日㈬、長野県県民
文化会館で行われた第50回
社会教育研究大会にて、村

上市社会教育委員副委員長

の渡邊與八郎さんが、全国

社会教育委員連合表彰を受

賞されました。

　渡邊さんは旧荒川町時代

に11年間社会教育委員を務め、長年に渡る社会教
育の推進に努力されたことの功績が認められ、今

回の受賞となりました。おめでとうございます。
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こ
ん
に
ち
は
！ 

保
健
師
で
す

上
手
に
使
お
う
体
脂
肪
計

　

家
庭
で
で
き
る
健
康
管
理
に「
血
圧

計
」「
体
重
計
」「
体
脂
肪
計
」な
ど
で
の

計
測
が
あ
り
、い
ろ
い
ろ
な
器
具
が
身

近
に
あ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。気
軽

に
健
康
の
目
安
と
し
て
測
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
が
、よ
く「
測
る
た
び
に
値

が
違
う
け
れ
ど
」と
い
う
声
を
耳
に
し

ま
す
。今
回
は
、体
脂
肪
計
の
し
く
み
に

つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　

体
脂
肪
測
定
は
脂
肪
を
直
接
計
測

し
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多

く
の
種
類
は
、
脂
肪
が
電
気
を
通
し

に
く
い
と
い
う
性
質
を
利
用
し
て
、

人
体
の
電
気
抵
抗
を
測
っ
て
、
体
脂

肪
を
推
測
計
算
し
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
電
気
抵
抗
が
変
動
す
れ
ば

体
脂
肪
の
数
値
結
果
は
違
っ
て
き
ま

す
。変
動
す
る
大
き
な
原
因
は
、電
気

を
通
し
や
す
い
体
内
の
水
分
（
血
液

や
リ
ン
パ
液
な
ど
の
細
胞
外
液
）
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
体
内
の
水
分
量
は

１
日
の
間
で
変
動
し
ま
す
し
、
生
活

の
仕
方
で
も
体
の
中
を
移
動
し
ま

す
。（
立
ち
仕
事
で
夕
方
足
が
む
く
む

の
も
そ
の
た
め
で
す
）ち
な
み
に
、夕

　

今
月
は
レ
ン
コ
ン
に
つ
い
て
、農
村
地
域
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

小
田
明

美
さ
ん︵
西
興
屋
︶か
ら
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

村
上
地
区
の
西
興
屋
で
は
、
古
く
か
ら
レ
ン
コ
ン
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

お
盆
に
は
レ
ン
コ
ン
の
花
で
あ
る
蓮は
す

の
花
を
、秋
か
ら
翌
年
の
春
ま
で
は
根

の
部
分
で
あ
る
レ
ン
コ
ン
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

夏
に
な
る
と
蓮
の
実
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
、生
や
塩
ゆ
で
、か
き
揚
げ
、

蓮
の
実
ご
飯
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
で
は
、７
月
中
旬
こ
ろ
か
ら
早
生
レ
ン
コ
ン
が
出
荷
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
店
先
で
も
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
歯
ご
た
え

の
あ
る
食
材
な
の
で
、刻
ん
で
ハ
ン
バ
ー
グ
や
グ
ラ
タ
ン
、煮
物
、酢
の
物
な

ど
、ど
ん
な
料
理
に
も
お
勧
め
で
す
。

　

今
回
は
、年
代
を
問
わ
ず
人
気
の
あ
る
簡
単
に
作
れ
る
き
ん
ぴ
ら
料
理
を

紹
介
し
ま
す
。

レ
ン
コ
ン
の
き
ん
ぴ
ら︵
４
人
分
量
目
安
︶

　

�

レ
ン
コ
ン（
約
３
０
０
グ
ラ
ム
）、酢（
適
量
）、タ
カ
の
つ
め（
１
本
）、ゴ
マ

油
（
大
さ
じ
１
杯
）
、
調
味
料
（
酒　

大
さ
じ
２
杯
、
砂
糖　

大
さ
じ
２
杯
、

み
り
ん　

大
さ
じ
１
杯
、し
ょ
う
ゆ　

大
さ
じ
２
杯
）

作
り
方

①�

レ
ン
コ
ン
は
皮
を
む
き
、２
～
３
ミ
リ
の
厚
さ
で
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に

い
ち
ょ
う
切
り
に
す
る
。
酢
水
に
入
れ
て
ア
ク
を
抜
き
、
水
気
を
き
っ
て

お
く
。タ
カ
の
つ
め
は
種
を
取
り
、細
か
く
輪
切
り
す
る
。

②
鍋
に
ゴ
マ
油
を
熱
し
、タ
カ
の
つ
め
と
レ
ン
コ
ン
を
炒
め
る
。

③
調
味
料
を
加
え
て
調
味
し
、炒
り
つ
け
る
よ
う
に
し
て
味
を
か
ら
め
る
。

※
お
好
み
で
、豚
肉
や
ニ
ン
ジ
ン
を
入
れ
て
も
良
い
で
し
ょ
う

※�

レ
ン
コ
ン
に
ふ
き
ん
を
か
け
て
か
ら
、棒
で
た
た
い
て
細
か
く
す
る
方
法

も
あ
り
ま
す

●
問
い
合
わ
せ　

保
健
医
療
課
予
防
医
療
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
６
５
）

方
、足
が
む
く
ん
で
い
る
状
態
、運
動

後
、入
浴
後（
血
液
が
腹
部
よ
り
抹
消

部
の
方
に
移
動
）
な
ど
の
と
き
に
測

定
す
る
と
見
か
け
上
減
少
し
ま
す
。

逆
に
食
後
（
消
化
の
た
め
血
液
は
腹

部
に
移
動
）
は
数
値
が
増
加
す
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
切
な
こ
と
は
測
定
条
件
を
同
じ

に
す
る
こ
と
で
す
。

①�

ほ
ぼ
同
じ
時
間
帯
に
測
定
す
る
こ

と
②�

食
後
２
時
間
以
上
経
過
し
て
い
る

こ
と

③
尿
意
や
便
意
の
な
い
状
態

④
激
し
い
運
動
後
は
さ
け
る
こ
と

⑤�

酒
、
多
量
の
水
を
飲
ん
で
い
な
い

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

体
脂
肪
で
重
要
な
こ
と
は
身
体
の

ど
の
部
分
に
脂
肪
が
多
い
か
と
い
う

こ
と
で
す
。
内
臓
の
脂
肪
が
高
い
と

動
脈
硬
化
な
ど
を
進
行
さ
せ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
大
ま
か
な
目

安
と
し
て
「
腹
囲
測
定
」
が
あ
り
ま

す
。ご
存
じ
の
と
お
り
、今
年
か
ら
健

診
検
査
項
目
の
一
つ
と
し
て
取
り
入

れ
ら
れ
ま
し
た
。
腹
囲
測
定
も
健
康

管
理
の
一
つ
の
目
安
と
し
て
注
目
し

て
取
り
入
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。（
立
っ
て
軽
く
息
を
吐
い
た
状
態

で
、
へ
そ
の
高
さ
で
水
平
に
測
定
し

ま
し
ょ
う
）

　

「
目
安
」
を
も
つ
こ
と
は
、
健
康
意

識
を
維
持
し
、
励
み
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。た
だ
、そ
の
時
の
変
化
に
一
喜

一
憂
す
る
こ
と
で
な
く
、
楽
し
み
な

が
ら
継
続
し
、
経
過
を
み
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。

●
問
い
合
わ
せ

　

保
健
医
療
課
健
康
増
進
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
６
１
）

　

各
支
所
地
域
福
祉
課
保
健
衛
生
係

　

荒
川
地
区

　

☎
62
‐
３
１
０
１（
内
線
１
２
５
）

　

神
林
地
区

　

☎
66
‐
６
１
１
１（
内
線
１
１
１
）

　

朝
日
地
区

　

☎
72
‐
６
８
８
７

　

山
北
地
区

　

☎
77
‐
３
１
１
３
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消
防
士
を
体
験

～
２
０
０
８
消
防
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
～

　

10
月
26
日
㈰
、消
防
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
村
上
市
消
防
本
部
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
曇
り
空
で
し
た
が
、

来
場
者
は
４
１
４
人
。放
水
銃
の
実

演
や
水
消
火
器
を
使
っ
た
初
期
消

火
の
体
験
な
ど
が
あ
り
、中
で
も
は

し
ご
車
の
搭
乗
コ
ー
ナ
ー
は
人
気

が
あ
り
ま
し
た
。

　

普
段
お
も
ち
ゃ
や
テ
レ
ビ
な
ど

で
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
消

防
車
や
は
し
ご
車
。は
し
ご
車
搭
乗

コ
ー
ナ
ー
で
は
、子
ど
も
た
ち
が
は

や
る
気
持
ち
を
抑
え
て
、30
メ
ー
ト

ル
も
伸
縮
す
る
は
し
ご
車
を
見
つ

め
て
並
ん
で
い
ま
し
た
。

　

は
し
ご
車
を
体
験
し
た
成
田
葵

ち
ゃ
ん
、賢
士
郎
く
ん
、百
花
ち
ゃ

ん（
仲
間
町
）の
兄
弟
は「
楽
し
か
っ

た
。
高
か
っ
た
け
ど
怖
く
な
か
っ

た
」「
消
防
車
が
大
好
き
。楽
し
か
っ

た
」と
目
も
覚
め
る
よ
う
な
高
さ
30

メ
ー
ト
ル
の
感
想
を
話
し
て
い
ま

し
た
。

環境保全にご協力を

～環境フェスタ村上2008～

　自分たちの住む地域の環境問題に関心を持ってもらおうと

10月26日㈰、市民ふれあいセンターで環境フェスタ村上2008

を開催しました。

　会場には、各環境関係の展示場を設け、バイオマス関連の

製品、ＥＭボカシの作り方、マイバック作り、清水川浄化活

動報告、世界的に問題となっている地球温暖化のしくみや不用品の販売などいろいろな展示でにぎわいま

した。

　活動報告では、農業青年が集まり心と体を鍛えるチーム「ろっくしっぷ」による「青春☆村夢米（ムラ

ムライス）」の栽培報告がありました。より岩船米らしい、環境面と味を重視した農薬を使わない最高の

米を作る。そして何より私たちは、これだけ米を食べているということをアピールして、一緒にこの活動

にも参加してみませんかと呼びかけていました。

　岩船小学校５年生は、「岩船の海を守る」をテーマに総合学習の

活動発表を行いました。

　「粟島探検学習」や「海岸清掃」、「地引き網体験」など、海に関

わる活動を行う中で感じたことから未来の地域像を想像しまし

た。そして、現地調査を行った結果から、川はにごり、海岸には

ハングル文字で書かれたペットボトルや衣類、タイヤなどがゴミ

として捨てられているという現状が明らかになりました。

　「身近な海が今より自然豊かで美しくあってほしい」と願う児童の皆さんは、さらに詳しく実態調査を

行ったり、ポスターやチラシでゴミを捨てないよう呼びかけたりと、今の自分たちにできることを探して

いきたいと力強く話してくれました。
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せ
て
医
師
と
患
者
の
接
し
方
も
充

実
し
た
安
心
で
き
る
診
療
を
お
願

い
し
た
い
」
と
切
な
る
思
い
を

語
っ
て
い
ま
し
た
。

地
域
医
療
の
充
実
を
願
っ
て

　

10
月
25
日
㈯
、県
立
坂
町
病
院
の

医
師
不
足
な
ど
の
問
題
解
消
を
願

い
、胎
内
市
黒
川
地
区
公
民
館
で
県

立
坂
町
病
院
活
性
化
促
進
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、県
病
院
局
長
の

江
口
孝
雄
氏
、県
立
坂
町
病
院
内
科

部
長
の
近
幸
吉
氏
か
ら
県
北
地
域

医
療
の
現
状
と
課
題
を
説
明
。
集

ま
っ
た
約
４
５
０
人
の
地
域
住
民
、

医
療
関
係
者
は
現
状
の
深
刻
さ
と

今
後
の
地
域
医
療
の
重
要
さ
を
あ

ら
た
め
て
認
識
し
て
い
ま
し
た
。

　

約
７
年
間
で
勤
務
医
が
半
分
に

な
っ
た
坂
町
病
院
。地
域
住
民
を
代

表
し
て
意
見
を
述
べ
た
一
ノ
瀬
睦

子
さ
ん（
佐
々
木
）は「
さ
ま
ざ
ま
な

部
門
に
お
い
て
、機
器
が
あ
っ
て
も

医
師
不
足
で
診
療
が
受
け
ら
れ
な

い
。遠
距
離
の
通
院
と
な
れ
ば
大
変

不
安
に
な
る
。ぜ
ひ
機
能
を
充
実
さ

県
内
１
２
５
カ
所
で
狼の
ろ
し煙
リ
レ
ー

　

10
月
25
日
㈯
、
県
内
各
地
の
地

域
の
皆
さ
ん
が
城
跡
、
里
山
な
ど

で
狼
煙
を
上
げ
て
リ
レ
ー
を
行
う

「
に
い
が
た
狼
煙
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
越
地
方
の
震
災
復
興
な
ど
へ

エ
ー
ル
を
送
る
と
と
も
に
、
新
潟

県
の
元
気
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
行
っ
て
い
る
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
今
年
で
２
回

目
と
な
り
ま
す
。

　

市
内
で
参
加
し
た
の
は
、
大
葉

澤
城
跡（
朝
日
地
区
）、臥
牛
山（
村

上
地
区
）、番
所
山（
神
林
地
区
）の

３
カ
所
。

　

長
岡
市
の
国
営
越
後
丘
陵
公
園

へ
向
け
て
狼
煙
を
上
げ
る
ト
ッ
プ

バ
ッ
タ
ー
は
、
大
葉
澤
城
跡
保
存

会
の
皆
さ
ん
で
し
た
。
役
員
と
一

般
の
皆
さ
ん
を
含
め
た
参
加
者
は

約
40
人
。
当
日
は
あ
い
に
く
の
曇

り
空
で
風
が
あ
り
、
狼
煙
上
げ
日

和
で
な
か
っ
た
も
の
の
、
雲
の
合

間
に
光
が
差
し
込
み
、
狼
煙
も
上

げ
れ
ば
見
え
る
よ
う
な
天
候
で
し

た
。

　

火
入
れ
の
時
間
が
近
づ
く
に
つ

れ
緊
張
感
が
張
り
詰
め
、時
間
と
な

り
火
が
入
れ
ら
れ
る
と
杉
の
葉
な

ど
が
勢
い
よ
く
燃
え
出
し
ま
し
た
。

　

少
し
風
の
影
響
も
あ
り
、狼
煙
が

横
に
流
れ
は
し
ま
し
た
が
、無
事
に

上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携

わ
っ
た
大
葉
澤
城
跡
保
存
会
会
長

の
貝
沼
栄
松
さ
ん
は
、「
昨
日
は
雨

で
、今
日
も
降
る
か
心
配
で
夜
中
も

目
が
覚
め
ま
し
た
が
、
晴
れ
て
良

か
っ
た
。今
回
は
ふ
も
と
で
行
っ
た

の
で
地
域
の
皆
さ
ん
の
参
加
も
あ

り
、
嬉
し
か
っ
た
で
す
」
と
目
の
前

で
上
が
る
狼
煙
を
見
つ
め
て
話
し

て
い
ま
し
た
。

新に
い
な
め
さ
い

嘗
祭
に
精
粟
を
献
納

　

平
成
20
年
度
新
嘗
祭
献
穀
献
納

式
が
10
月
29
日
㈬
、
皇
居
賢
所
で
行

わ
れ
、神
林
地
区
の
板
垣
栄
一
さ
ん

（
桃
川
）
が
新
潟
県
を
代
表
し
て
粟

を
献
納
し
ま
し
た
。
新
嘗
祭
は
、
毎

年
11
月
23
日
に
、
天
皇
陛
下
が
五
穀

の
新
穀
を
す
べ
て
の
神
々
に
す
す

め
、自
ら
も
こ
れ
を
食
し
て
収
穫
を

感
謝
す
る
祭
儀
で
、献
穀
献
納
式
は

生
産
者
が
今
年
取
れ
た
五
穀
を
皇

室
に
納
め
る
儀
式
。
今
回
は
十
五
夜

と
い
う
品
種
の
精
粟
５
合
を
、同
じ

く
新
潟
県
を
代
表
し
て
米
を
栽
培

し
た
田
上
町
の
代
表
と
と
も
に
献

納
し
ま
し
た
。

　

板
垣
さ
ん
は
、約
20
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
水
稲
栽
培
を
行
っ
て
い
る
専
業

農
家
で
、粟
の
栽
培
は
、昨
年
、妻
の

み
よ
子
さ
ん
が
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー

に
使
用
す
る
目
的
で
作
付
け
し
た

経
験
が
あ
り
ま
し
た
。「
今
年
５
月

に
育
苗
ポ
ッ
ト
に
種
を
ま
き
、６
月

に
約
5
ア
ー
ル
の
畑
に
植
え
付
け

ま
し
た
。
害
虫
が
つ
い
た
り
、
猿
に

荒
ら
さ
れ
た
り
は
し
な
い
か
と
毎

日
心
配
だ
っ
た
し
、台
風
に
よ
る
倒

伏
防
止
の
た
め
、あ
ぜ
の
両
側
に
竹

を
渡
す
な
ど
細
心
の
注
意
を
払
い

な
が
ら
の
栽
培
で
し
た
」と
苦
労
を

振
り
返
り
ま
し
た
。

　

収
穫
は
農
協
や
市
役
所
、農
業
普

及
指
導
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
職
員
14

人
が
剪せ
ん

定て
い

バ
サ
ミ
を
使
っ
て
行
い
、

精
粟
は
五
泉
市
の
経
験
者
に
依
頼

し
て
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
精
製
し

た
約
１
２
３
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
粟
か

ら
5
合
の
粟
を
選
別
す
る
作
業
も
、

7
人
が
か
り
で
２
日
を
要
す
る
大

変
な
作
業
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

献
穀
献
納
式
に
は
、板
垣
さ
ん
と

妻
の
み
よ
子
さ
ん
、そ
し
て
献
穀
関

係
者
と
し
て
大
滝
市
長
も
参
列
。板

垣
さ
ん
は「
こ
ん
な
に
神
経
を
使
っ

て
作
物
を
栽
培
し
た
の
は
初
め
て
」

と
本
音
を
の
ぞ
か
せ
つ
つ
も
、「
天

皇
・
皇
后
両
陛
下
に
間
近
で
お
会
い

で
き
、名
誉
あ
る
大
役
を
務
め
ら
れ

た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
」と
充

実
感
い
っ
ぱ
い
の
笑
顔
で
話
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
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地区だより　あらかわ　　荒川支所（☎62－3101　代表）

　

荒
川
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
合

併
前
の
町
民
体
育
祭
と
同
形
式
に
よ

る
荒
川
地
区
集
落
対
抗
の
体
育
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
日
に
降
っ
た
雨
の
影
響
で
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
が
湿
り
、
気
温
が
低
く
肌

寒
い
環
境
で
し
た
が
、
各
地
区
か
ら

総
勢
約
１
，
２
０
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

大
会
は
老
若
男
女
が

参
加
で
き
る
８
種
目
が

用
意
さ
れ
、
各
地
区
と

も
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発

揮
し
、
肌
寒
さ
を
吹
き

飛
ば
す
ほ
ど
の
熱
い
戦

い
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
熱
い
戦
い
で
競

技
中
の
顔
は
さ
ぞ
か
し

必
死
な
形
相
か
と
思
う

と
、
意
外
に
皆
さ
ん
は

と
て
も
楽
し
そ
う
な
笑

顔
。

　

勝
つ
こ
と
も
大
事
で

す
が
、
地
区
内
ま
た
地

区
を
越
え
た
人
と
楽
し

む
こ
と
も
目
的
の
一
つ

の
よ
う
で
、
地
区
の
テ

ン
ト
内
で
は
「
そ
う
す
れ
ば
競
技
に

行
っ
て
こ
よ
う
か
な
」
、「
が
ん
ば
ら

ね
ば
ダ
メ
だ
よ
、が
ん
ば
ら
へ
！
」な

ど
と
笑
顔
で
声
を
掛
け
合
う
光
景
が

多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

す
べ
て
の
競
技
を
終
え
、
表
彰
式

で
教
育
長
か
ら
優
勝
の
表
彰
を
受
け

た
の
は
坂
町
区
、２
位
切
田
区
、長
政

区
、
４
位
海
老
江
区
、
５
位
荒
島
区
、

下
鍜
冶
屋
区
、
大
津
区
と
い
う
結
果

で
し
た
。

　

こ
の
体
育
祭
で
は
多
く
の
人
が
、

人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
た
よ
う
で
す
。

め
ざ
せ
！
一
等
賞

あ
ら
か
わ
体
育
祭
開
催

10
月
12
日
㈰

　

第
25
回
荒
川
地
区
青
少
年
育
成
市

民
大
会
が
、
荒
川
地
区
公
民
館
で
開

催
さ
れ
、
地
区
内
外
か
ら
約
３
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
の
意
見
発
表
で
は
、
荒
川

地
区
内
の
中
高
生
3
人
に
よ
る
「
私

の
主
張
」の
発
表
が
あ
り
、参
加
者
か

ら
は
「
3
人
と
も
素
直
で
ま
っ
す
ぐ

な
主
張
で
と
て
も
良
か
っ
た
」「
い
ろ

い
ろ
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
」な
ど
、

発
表
者
の
想
い
に
心
動
か
さ
れ
た
人

が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

第
二
部
で
は
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
大

野
靖
之
さ
ん
の
講
演
を
交
え
た
ラ
イ

ブ
が
行
わ
れ
、「
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な

り
ま
し
た
」「
最
高
で
し
た
」「
子
ど
も

た
ち
に
も
聴
か
せ
た
い
で
す
」
と
観

客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

ラ
イ
ブ
後
に
サ
イ
ン
会
が
行
わ

れ
、
サ
イ
ン
と
握
手
を
求
め
る
長
い

列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

歌
う
道
徳
講
師
荒
川
に
来
る
！

10
月
13
日
㈷

　

10
月
26
日
㈰
、
保
内
小
学
校
で
文

化
祭
が
行
わ
れ
、
今
年
新
た
な
試
み

と
し
て
、「
あ
ら
か
わ
ん
だ
ふ
る
カ
ー

ニ
バ
ル
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

文
化
祭
と
併
せ
、
よ
り
文
化
に
親

し
む
た
め
、
地
域
で
活
動
し
て
い
る

人
と
児
童
・
教
諭
が
芸
能
を
発
表
す

る
場
を
設
け
た
も
の
で
、
ヒ
ッ
プ

ホ
ッ
プ
・
合
唱
・
独
唱
・
民
謡
・
漫

才
・
楽
器
演
奏
な
ど
を
披
露
。

　

カ
ー
ニ
バ
ル
の
最
後
に
は
、
児
童

と
保
護
者
な
ど
を
含
む
全
員
で
「
も

み
じ
」を
大
合
唱
し
、大
勢
の
歌
声
が

地
域
と
の
文
化
交
流

体
育
館
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

芸
能
以
外
に
も
地
域
の
人
の
作
品

展
示
が
行
わ
れ
、
多
く
の
人
が
作
品

に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
2
日
㈰
荒
川
総
合
体
育
館
で

荒
川
商
工
会
主
催
の
商
工
産
業
祭
が

開
催
さ
れ
、
鮭
の
つ
か
み
取
り
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
と
物
産
販
売

が
行
わ
れ
た
会
場
は
、
た
く
さ
ん
の

景
気
回
復
祈
願

人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
目
玉
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

「
も
ち
ま
き
」が
午
前
と
午
後
の
２
回

行
わ
れ
、
大
滝
市
長
、
鈴
木
副
市
長
、

三
田
副
議
長
、
中
山
市
民
経
済
常
任

委
員
会
委
員
長
、
佐
藤
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
会
長
を
来
賓
に
招
き
、
や
ぐ

ら
の
上
か
ら
合
計
約
５
，
０
０
０
個

の
お
菓
子
と
お
餅
を
ま
き
ま
し

た
。
四
方
か
ら
「
こ
っ
ち
、
こ
っ

ち
」と
呼
ぶ
声
が
聞
こ
え
、や
ぐ

ら
の
上
で
は
ど
こ
へ
ま
け
ば
い

い
か
困
惑
の
様
子
で
し
た
が
、

参
加
し
た
人
は
、「
い
っ
ぱ
い
拾

え
て
よ
か
っ
た
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
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地区だより　かみはやし　　神林支所（☎66－6111　代表）

　

平
成
13
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
穂
波

の
里
で
11
月
１
日
㈯
、
２
日
㈰
に

オ
ー
プ
ン
７
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
ま
し
た
。当
日
は
、地
元
産
コ
シ

ヒ
カ
リ
を
は
じ
め
と
す
る
新
米
の
販

売
や
、
近
隣
市
町
村
で
採
れ
た
野
菜

や
果
物
の
即
売
会
も
行
わ
れ
、
２
日

間
で
延
べ
２
，
０
０
０
人
が
訪
れ
ま

し
た
。
新
発
田
市
か
ら
訪
れ
た
人
は

「
旬
な
食
べ
物
が
、作
っ
た
人
の
顔
写

真
を
見
て
買
う
こ
と
が
で
き
、
と
て

も
安
心
で
き
る
」
と
昨
今
の
食
の
安

全
問
題
を
取
り
上
げ
、
そ
の
大
切
さ

を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

道
の
駅「
穂
波
の
里
」

オ
ー
プ
ン
７
周
年
イ
ベ
ン
ト

　

神
林
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
10

月
30
日
㈭
パ
ル
パ
ー
ク
神
林
総
合
体

育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会
で
は

金
婚
式
な
ど
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
来

賓
か
ら
は「
お
年
寄
り
は
今
、大
変
元

気
が
よ
く
、
私
も
何
年
後
か
仲
間
入

り
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま

し
た
。

神
林
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

塩
谷
活
性
化
推
進
協
議
会

町
屋
公
開　

塩
谷
集
落

　

塩
谷
活
性
化
推
進
協
議
会
は
塩
谷

を
は
じ
め
と
す
る
地
域
を
元
気
に
す

る
た
め
に
活
動
し
て
い
る
組
織
で

す
。

　

10
月
12
日
㈰「
塩
谷
の
町
屋
散
策
」

と
題
し
て
、
塩
谷
の
町
屋
公
開
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
が
良
か
っ
た
こ
と
も

手
伝
い
、
大
勢
の
人
が
塩
谷
を
訪
れ

ま
し
た
。

　

同
協
議
会
の
柏
か
し
や
ぐ
ら
櫓
会
長
は
、「
今
年

は
旧
味
噌
蔵
を
改
造
し
て
特
設
ス

テ
ー
ジ
を
作
り
ま
し
た
。
９
月
に
そ

の
ス
テ
ー
ジ
で
演
奏
会
も
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
協
議
会
で
い
ろ
い

ろ
考
え
、実
施
し
た
い
」と
こ
れ
か
ら

の
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

10
月
12
日
㈰
に
行
わ
れ
る
予
定
で

あ
っ
た
神
林
地
区
体
育
祭
で
し
た

が
、前
日
の
雨
天
の
た
め
、そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

神
林
地
区
体
育
祭

神
林
地
区
文
化
祭

　

神
林
地
区
文
化
祭
が
11
月
２
日

㈰
・
３
日
㈷
パ
ル
パ
ー
ク
神
林
総
合

体
育
館
で
行
わ
れ
、約
１
，３
０
０
人

が
訪
れ
ま
し
た
。

　

出
展
さ
れ
た
作
品
は
絵
画

や
盆
栽
、書
、写
真
な
ど
。訪
れ

た
人
は
作
品
の
す
ば
ら
し
さ

に
足
を
止
め
、
し
ば
ら
く
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
今

年
は
下
助
渕
地
内
の
日
沿
道

工
事
個
所
の
山
元
遺
跡
か
ら

出
土
さ
れ
た
数
々
の
遺
物
も

展
示
さ
れ
、１
日
３
回
行
わ
れ

た
遺
跡
の
説
明
会
に
は
多
く

の
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
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地区だより　あさひ　　朝日支所（☎72－0111　代表）

　

11
月
８
日
㈯
、
塩
野
町
小
学
校
５
年
生
（
24

人
）
が
、
春
の
田
植
え
か
ら
秋
の
稲
刈
り
を
し

て
、天
日
乾
燥
し
て
作
っ
た
米
と
校
舎
裏
の
畑

で
丹
精
込
め
て
栽
培
し
た
カ
ボ
チ
ャ
な
ど
６

品
目
の
野
菜
の
収
穫
を
祝
お
う
と
同
校
で
収

穫
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
班
に
分
か
れ
た
児
童
た
ち
は
新
米
を
炊

き
、そ
れ
ぞ
れ
工
夫
し
な
が
ら
野
菜
を
使
っ
た

料
理
を
楽
し
そ
う
に
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、協
力
し
て
く
れ
た
同
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

や
地
域
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
も
招
か
れ
、児

童
た
ち
の
作
っ
た
料
理
を
お
い
し
そ
う
に
食

べ
て
い
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
苦
労
し
て
作
っ
た
米
と
野
菜

を
食
し
た
こ
と
で
、農
の
意
識
を
高
め
て
い
ま

し
た
。

待
ち
に
待
っ
た
大
収
穫
祭
！

─
塩
野
町
小
学
校
─

　

県
道
高
根
村
上
線
の
高
根
橋
が
完
成
し
、10

月
10
日
㈮
に
新
潟
県
、
地
元
住
民
、
工
事
関
係

者
な
ど
約
50
人
が
出
席
し
、現
地
で
渡
り
初
め

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
級
河
川
荒
沢
川
に
架
か
る
高
根
橋
は
、昭

和
37
年
に
架
設
さ
れ
た
橋
で
幅
員
が
狭
く
、前

後
が
カ
ー
ブ
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、事
故
が
多

発
、
老
朽
化
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
地
元
か

ら
早
期
の
改
良
が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
地
元
高
根
区
長
か
ら
「
新
し
い
橋

が
で
き
て
、
み
ん
な
喜
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
で

事
故
が
な
く
な
る
で
し
ょ
う
」と
お
礼
の
言
葉

が
あ
り
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、
高
根
集
落
の

三
代
夫
婦
４
組
を
先
頭
に
渡
り
初
め
が
行
わ

れ
、竣
工
を
祝
い
ま
し
た
。

待
望
の
高
根
橋
完
成

─ 

高
根
橋
渡
り
初
め 

─

竣工した高根橋で記念撮影

　11月５日㈬、蒲萄集落の菅原典憲さんや千葉県在
住の陶芸家金井伸弥さんなどの４人が主宰する登

り窯が完成し、４月から窯造りに関わった地元住民

のほか愛知県、山形県などから陶芸愛好家約40人が
出席し火入れ式が行われました。この窯は蒲萄ス

キー場のふもとにある農産物加工所の敷地内に造

られたもので、湯飲み茶わんであれば最大1600個
焼くことができるそうです。

　出席者は「自ら創作した作品400個の窯出しを今
から楽しみにしています」と語り、菅原さんは登り

窯の活用について「商売でなく県内外から会員を募

り、交流人口を増やして地域の活性化につながれば

幸いです。また、市内の小・中学校の体験学習にも

大いに利用し

ていただきた

い」と話してい

ました。

　11月３日㈷、第46回朝日駅伝大会
（10区間33.4㎞）に新発田自衛隊を含む
22チームが参加。紅葉の朝日路を選手
は力走しました。時折、雨がちらつく

天候にもかかわらず、沿道では大勢の市民が選手に

応援の拍手をおくり、まるで正月の箱根駅伝のよう

な雰囲気の中、全チームがタスキリレーをしまし

た。大会は、２区で首位にたった茎太ランナーズA
チームがそのまま逃げきり、栄冠を手にしました。

☆大会結果☆

優　勝� 茎太ランナーズＡ� ２時間�７分14秒
準優勝� 関口遊ing� ２時間�７分57秒
第３位� 大須戸大青会� ２時間�９分41秒
第４位� 岩沢Ａ� ２時間�11分00秒
第５位� 高田親衛会RCA� ２時間�11分51秒
第６位� 高根A� ２時間�11分56秒

茎
太
ラ
ン
ナ
ー
ズ
Ａ

２
年
ぶ
り
７
回
目
の
優
勝

─ 

第
46
回
朝
日
駅
伝
大
会 

─

登り窯が完成　― 交流人口の糧に ―
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地区だより　さんぽく　　山北支所（☎77－3111　代表）

　

10
月
26
日
㈰
、
時
折
晴
れ
間
の
見

え
る
曇
り
空
、新
潟
市
で「
大
毎
物
産

市
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
集
落
出
身
者
の
手
打
ち
そ
ば
店

店
主
の
呼
び
掛
け
が
き
っ
か
け
で
始

ま
り
、
以
来
新
潟
市
民
と
の
交
流
の

場
と
し
て
今
年
で
４
回
目
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　

同
集
落
で
は
、
平
成
の
名
水
に
認

定
さ
れ
た
吉
祥
清
水
と
大
毎
米
を
活

大
毎
の
物
産
を
Ｐ
Ｒ

大
毎
物
産
市
を
新
潟
市
で
開
催

か
し
た
地
域
づ
く
り
を
積
極
的
に
進

め
て
お
り
、春
の
田
植
え
ツ
ア
ー
、秋

の
稲
刈
り
ツ
ア
ー
、
収
穫
祭
な
ど
多

彩
な
催
し
を
開
催
し
、
地
域
外
と
の

交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
も
そ
の
一
環
と
し
て
開
催
さ

れ
た
も
の
で
、
当
日
は
田
植
え
・
稲

刈
り
の
各
ツ
ア
ー
参
加
者
も
駆
け
つ

け
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
。お
い
し
い
米
や
野
菜
、母
ち
ゃ
ん

た
ち
の
手
作
り
の
漬
物
や
栃
も
ち
な

ど
を
介
し
て
新
潟
市
民
と
の
温
か
い

ふ
れ
あ
い
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

11
月
８
日
㈯
、
さ
ん
ぽ
く
こ
ど
も

広
場「
あ
そ
び
の
森
」活
動
の
一
環
と

し
て
、
小
俣
集
落
を
会
場
に
赤
か
ぶ

漬
け
体
験
や
地
区
の
歴
史
に
触
れ
る

ま
ち
な
み
ゲ
ー
ム
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
回
は
、
神
林
地
区
「
き
ら
ら

塾
」
メ
ン
バ
ー
と
の
交
流
事
業
と
し

て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
山
北

の
特
産
で
あ
る
赤
か
ぶ
を
焼
畑
か
ら

さ
ん
ぽ
く
の
生
業
に
挑
戦

さ
ん
ぽ
く
子
ど
も
広
場

摘
み
取
り
、
秘
伝
の
レ
シ
ピ
で
漬
け

込
み
を
体
験
。
刻
ん
だ
赤
か
ぶ
が
酢

で
鮮
や
か
な
ピ
ン
ク
色
に
変
わ
る
瞬

間
に
感
動
し
な
が
ら
漬
け
込
み
を
楽

し
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

　

ま
ち
な
み
ゲ
ー
ム
で
は
、
小
俣
集

落
内
で
随
所
に
見
ら
れ
る
歴
史
あ
る

建
物
や
町
並
み
に
触
れ
、
お
互
い
に

協
力
し
な
が
ら
集
落
探
索
を
行
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、新
市
の
仲
間
と
し
て
互
い

の
地
区
の
魅
力
に
触
れ
る
活
動
を
通
し

て
、交
流
を
続
け
て
行
く
予
定
で
す
。

　

11
月
９
日
㈰
、
さ
ん
ぽ
く
会
館
を

会
場
に「
さ
ん
ぽ
く
産
業
ま
つ
り
」が

開
催
さ
れ
、
採
れ
た
て
の
赤
か
ぶ
や

野
菜
、新
鮮
な
魚
、加
工
品
な
ど
を
買

い
求
め
る
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

　

会
場
で
は
、物
産
の
販
売
の
ほ
か
、

歌
謡
シ
ョ
ー
や
も
ち
つ
き
大
会
、
鮭

の
ガ
ラ
汁
サ
ー
ビ
ス
、
新
米
セ
ッ
ト

な
ど
が
当
た
る
お
楽
し
み
抽
選
会
な

ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
時
に
、山
北
総
合
体
育
館
で
は
、

「
さ
ん
ぽ
く
芸
能
ま
つ
り
」が
開
催
さ

れ
、
唄
、
踊
り
、
太
鼓
な
ど
の
各
種
団

体
の
ほ
か
、
村
上
高
校
ダ
ン
ス
部
の

皆
さ
ん
に
よ
る
ダ
ン
ス
な
ど
多
彩
な

特
産
品
や
郷
土
芸
能
な
ど
を
堪
能

さ
ん
ぽ
く
産
業
ま
つ
り
＆
芸
能
ま
つ
り

芸
能
を
披
露
。
３
０
０
人
を
超
え
る

来
場
者
で
両
会
場
と
も
大
い
に
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。
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申し込み・問い合わせ

村上市三之町13－25　村上体育館内

☎ ５２－６３１１
平日　午前9時～午後5時

さわやかエアロビック
　エアロビックで楽しく続けるエ

クササイズ!!

　それぞれの体力に合わせて行え

る有酸素運動です。リフレッシュ

やダイエットに効果的です。

と　き　３月までの毎週月曜日

　　　　正午～午後１時

ところ　クリエート村上

参加費　１回参加　300円

フリースポーツ

運動不足、メタボリック、体力低

下…まずは、体を動かし遊ぶこと

から始めましょう。村上体育館ア

リーナを自由開放しています！

と　き　毎週水曜日

　　　　午後６時～７時

ところ　村上体育館アリーナ

参加費　会員無料／一般100円

トレッキング登山ツアー
　雪の上を歩いて山頂を目指しま

しょう。登山のあとは、入浴施設

に寄って温まって帰ります。

弥彦山（634ｍ）
とき　１月18日㈰
集合　午前６時50分（村上体育館）
参加費

　会員3,000円/一般4,000円
　　　　（保険料・バス代を含む）

健康太極拳教室
　ゆっくりな動きで、体も心も健

康になりましょう。初心者も気軽

にご参加ください。

と　き

　午前９時30分～11時
　毎月第２・４木曜日

　12月11日
　１月８日・22日
　２月12日・26日
　３月12日・26日
ところ　村上体育館

参加費　１回500円

シニア健康づくり教室

　閉じこもりがちな冬場の「健康

づくり」と「なかまづくり」に来

ませんか。

村上体育館

　金曜日　午前９時30分～11時

勤労青少年ホーム

　水曜日　午前９時30分～11時

岩船中学校

　火曜日　午前９時45分～11時15分

参加費　1,500円（団体年会費を含む）

※各会場で３月まで開催

トレーニングマシン講習会
　村上体育館にトレーニングマシ
ンを設置しました。冬場の運動不
足解消にご利用ください。

<講習会12月の予定>
昼の部　午前11時～11時30分
　　　　12月５日㈮・19日㈮
夜の部　午後７時～７時30分
　　　　12月３日㈬・17日㈬
受講料
　会員　無料　/　一般1,000円
※必ず開催日の前日までに申し込みください

※�トレーニングマシンは講習会の受講者に発行さ
れる利用カードがないとご利用になれません

※高校生から利用できます

「１に運動、２に食事、しっかり禁煙

最後にクスリ」を聞いたことはありま

すか。生活習慣病予防のための標語で

す。運動は内臓脂肪を減らすもっとも

効果的な方法の一つです。これから冬

に向けて運動不足になりがちですが、「仕事の合間に・・」

「家事をしながら・・」「テレビを見ながら・・」生活の

中で体を動かすチャンスを見つけて、運動を習慣にしま

しょう。

鮭っ子クラブ　子どもクッキング教室
「ふっくらシフォンケーキつくり」
と　き　12月24日㈬
　　　　午後１時30分～３時30分
ところ　東北電力㈱村上営業所
対　象　小学４年生～中学生
定　員　18人
参加費　鮭っ子会員　500円
　　　　会 員 以 外　700円
　　　　※材料費込み
※申し込みは12月18日㈭までです
※作ったケーキはお持ち帰りです

●SPORTS CLUB● ウェルネスむらかみ
NPO法人総合スポーツクラブ

クリスマスにぴっ
たりの手づくり
ケーキをおうちで
食べよう！食べよう！

健康運動指導士の
ワンポイントアドバイス

ウェルネスむらかみのホームページを

リニューアルしました！

　活動カレンダーや、教室案内など市報には載

せきれない情報もたくさん掲載しています。

　ブログによるスタッフのクラブ日記や参加

者募集なども随時更新

していますので、ぜひご

覧ください。

http://www.w-murakami.com

健康運動指導士
瀬賀　博美
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県
知
事
表
敬
訪
問　

ス
ポ
レ
ッ
ク
協
会

　

10
月
31
日
㈮
新
潟
県
ス
ポ
レ
ッ
ク

協
会
設
立
に
あ
た
り
、
か
み
は
や
し

ス
ポ
レ
ッ
ク
協
会
と
糸
魚
川
市
ス
ポ

レ
ッ
ク
協
会
の
６
人
で
県
知
事
の
元

へ
訪
問
し
ま
し
た
。
知
事
も
ス
ポ

レ
ッ
ク
を
し
て
み
て
、「
大
会
に
も
出

た
い
」
と
と
て
も
気
に
入
っ
て
い
る

よ
う
で
し
た
。

問い合わせ　村上市九日市501番地
　　　　　　神林総合体育館内

☎／ FAX　66－8119
HP　http://www.kirara-kamihayashi.jp

かみはやし総合スポーツクラブ

　

12
月
は
ス
ポ
レ
ッ
ク
の
初
心
者
教

室
が
あ
り
ま
す
。
初
め
て
の
あ
な
た

も
ご
指
導
し
ま
す
。
の
ぞ
い
て
み
て

く
だ
さ
い
。

と　

き　

�

12
月
４
日
㈭
・
11
日
㈭
・
18

日
㈭　

午
後
７
時
15
分
～

と
こ
ろ　

神
林
総
合
体
育
館

お
な
か
い
っ
ぱ
い
！
皮
か
ら
作
る
餃
子

　

10
月
18
日
㈯
13
人
が
参
加
し
て
中

国
の
一
般
家
庭
で
作
ら
れ
て
い
る
皮
か

ら
餃
子
を
作
り
、
３
種
類
の
具
材
で
焼

き
餃
子
と
水
餃
子
を
食
べ
比
べ
ま
し

た
。
先
生
か
ら
手
作
り
め
ん
棒
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
も
あ
り
、
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。

す
ま
い
る
く
ら
ぶ　

盆
パ
ラ
ビ
ク
ス

　

10
月
25
日
㈯
パ
ル
パ
ー
ク
神
林
で

行
い
ま
し
た
。
盆
パ
ラ
ビ
ク
ス
と
は
、

東
京
音
頭
の
音
楽
に
合
わ
せ
て
盆
踊

り
や
パ
ラ
パ
ラ
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を
取

り
入
れ
た
体
操
（
踊
り
）
で
す
。
特
別

に
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
法
も
指
導
し
て
い

た
だ
い
た
後
は
、
先
生

も
一
緒
に
カ
レ
ー
を

お
い
し
く
い
た
だ
き

ま
し
た
。

今
年
も
開
催
！
新
体
力
測
定
会

　

11
月
２
日
㈰
85
人

の
来
場
を
い
た
だ
き

新
体
力
測
定
会
を
行

い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、

と
て
も
楽
し
く
体
力

測
定
を
し
て
い
ま
し
た
。

★
12
月
か
ら
の
イ
ベ
ン
ト
・
セ
ミ
ナ
ー
★

き
ら
ら
塾　

あ
な
た
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
！

～
楽
し
く
遊
ん
で
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
～

　

Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ａ
集
団
の
バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
を
見
て
挑
戦
！
あ
な
た
も
ス

テ
キ
な
バ
ル
ー
ン
が
で
き
る
か
な
。

と　

き　

12
月
14
日
㈰

と
こ
ろ　

�
神
林
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

対　

象　

�
小
学
１
年
生
以
上
の
き
ら
ら
塾
生

ひ
よ
マ
マ
る
ー
む
料
理
教
室

お
い
し
い
お
茶
の
入
れ
方
と
手
作
り
お
茶
菓
子

　

村
上
市
内
の
お
茶
屋
さ
ん
に
お
い

し
い
お
茶
の
入
れ
方
を
教
え
て
い
た

だ
き
、
お
茶
菓
子
も
作
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。

と　

き　

12
月
17
日
㈬

と
こ
ろ　

神
林
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

希
楽
々
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　

ご
家
族
み
ん
な
で
ボ
ウ
リ
ン
グ
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

と　

き　

12
月
20
日
㈯

と
こ
ろ　

中
条
ジ
ョ
イ
タ
ウ
ン
ボ
ウ
ル

ラ
イ
ス
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

コ
シ
ヒ
カ
リ
争
奪
！
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

と　

き　

12
月
21
日
㈰

と
こ
ろ　

神
林
総
合
体
育
館

　
　
　
　

お
よ
び
神
納
東
小
学
校

定　

数　

先
着
70
チ
ー
ム

参
加
費　

１
チ
ー
ム
２
，
０
０
０
円

ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

リ
ー
グ
参
加
チ
ー
ム
募
集
！

と　

き　

 

平
成
21
年
１
月
９
日
～
２
月

27
日
ま
で
の
毎
週
金
曜
日

と
こ
ろ　

神
林
総
合
体
育
館

若
返
り
健
康
教
室

と　

き　

�

平
成
21
年
１
月
16
日
㈮
・
23

日
㈮
・
30
日
㈮
（
全
３
回
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

神
林
総
合
体
育
館

参
加
費　

１
回
５
０
０
円

お
ま
た
せ
し
ま
し
た
！
あ
み
も
の
広
場

と　

き　

�

平
成
21
年
１
月
と
２
月
の

毎
週
金
曜
日

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

と
こ
ろ　

神
林
総
合
体
育
館

対　

象　

ど
な
た
で
も

水
曜
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
シ
リ
ー
ズ
最
終
弾
！

脂
肪
燃
焼
リ
ズ
ム
ウ
ォ
ー
ク
＆
ヘ
ル
シ
ー
ヨ
ー
ガ

　

好
評
に
つ
き
、
欲
張
っ
て
参
加
で
き

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
ま
し
た
。

と　

き　

�

平
成
21
年
１
月
～
３
月
の

水
曜
日
（
全
10
回
）

︿
脂
肪
燃
焼
リ
ズ
ム
ウ
ォ
ー
ク
﹀

　
　
　
　

午
後
７
時
～
７
時
50
分

︿
ヘ
ル
シ
ー
ヨ
ー
ガ
﹀

　
　
　
　

午
後
８
時
～
８
時
50
分

と
こ
ろ　

神
林
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

参
加
費

︿
ど
ち
ら
か
の
み
の
参
加
の
場
合
﹀

　
　
　
　

会　

員　

３
，
５
０
０
円

　
　
　
　

非
会
員　

４
，
５
０
０
円

︿
両
方
参
加
の
場
合
は
﹀

　
　
　
　

会　

員　

５
，
０
０
０
円

　
　
　
　

非
会
員　

７
，
０
０
０
円

★
サ
ー
ク
ル
紹
介
★

希
楽
々
籠
球
Jr.
倶
楽
部

　

先
日
行
わ
れ
た
「
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
カ
ー
ニ
バ
ル
in
村
上
」
で
は

１
年
生
な
が
ら
も
、
持
ち
前
の
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
で
大
健
闘
の
結

果
、
優
勝
し
ま
し
た
。

　

月
曜
日
の
「
希
楽
々
中
学
生
交
流

空
間
」で
も
練
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

希
楽
々
会
員
の

中
学
生
な
ら
ど
な

た
で
も
参
加
で
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
来
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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○おたんじょう
氏名（ふりがな）	 届出人	 行政区
村上地区

優作（ゆうさく）	 金　巻　栄　次	 松原町三丁目
歩楓（ほのか）	 菅　原　和　文	 大欠
湧雅（ゆうが）	 小　田　隆　史	 緑町一丁目
菜月（なづき）	 東　　　幸　夫	 松山
花梨（かりん）	 渡　部　定　由	 塩町
透空（とおら）	 吉　田　佑　路	 杉原
太陽（たいよう）	 渡　邉　正　樹	 松原町四丁目
成乙（せお）	 森　田　　　寛	 瀬波上町
琉希（るき）	 陣　谷　　　澄	 岩船上浜町
凛（りん）	 佐　藤　大　輔	 飯野桜ヶ丘
乙葉（おとは）	 和　田　　　祐	 肴町

神林地区

和花（のどか）	 岸　　　宗　光	 長松
まりも	 齋　藤　寿　明	 平林
千織（ちおり）	 加　藤　　　博	 下助渕
想与（そよ）	 本　間　高　志	 小出
清雅（きよまさ）	 鈴　木　清　隆	 有明

氏名（ふりがな）	 届出人	 行政区
荒川地区

真央（まお）	 渡　邉　孝　行	 坂町
翔樹（しょうき）	 渡　辺　義　彦	 坂町駅前
真凜（まりん）	 金　子　淳　一	 佐々木
昇大（しょうた）	 岩　本　光　司	 坂町

朝日地区

陽菜乃（ひなの）	 秦　　　央　一	 下新保
天惺（てんせい）	 宇　鉄　康　裕	 北大平
真斗（まさと）	 貝　沼　勝　男	 大場沢
沙彩（さあや）	 横　井　雅　文	 古渡路
大斗（ひろと）	 本　間　賢　二	 布部
遼（りょう）	 小　池　　　聡	 笹平
夢真（ゆうま）	 板　垣　諒　介	 寺尾

山北地区

晴（はる）	 斎　藤　　　健	 越沢

●おくやみ
氏名	 年齢	 行政区
村上地区

鈴　木　ハルジ	 99	 岩船上大町
佐　藤　フチヱ	 99	 柏尾
山　口　哲　義	 81	 上の山
阿　部　宏　子	 63	 滝の前
鈴　木　榮三郎	 84	 岩船横新町
渋　谷　平　雄	 60	 岩船上町
渡　邉　イ　子	 96	 岩船地蔵町
本　間　吉　夫	 67	 岩船中新町
佐　藤　修　司	 56	 羽黒口
工　藤　キ　ン	 84	 岩船三日市
本　間　孝　平	 67	 細工町
村　田　昭　治	 79	 岩船上浜町
小　越　ミ　ツ	 92	 上の山
冨　樫　　　節	 79	 泉町
渡　邉　吉　松	 97	 二之町
佐　藤　留五郎	 84	 塩町
金　子　マ　ツ	 93	 瀬波上町
小　田　八重子	 78	 片町
上　條　半　三	 79	 瀬波上町
小　野　　　學	 69	 岩船縦新町
佐　藤　タ　カ	 69	 細工町

氏名	 年齢	 行政区
荒川地区

齋　藤　ミ　イ	 98	 坂町
宮　下　ヱ　ツ	 90	 金屋
髙　橋　ヨシエ	 86	 下鍜冶屋
近　藤　政　雄	 68	 金屋
松　田　モ　ト	 64	 坂町
阿　部　キ　ヨ	 84	 前坪団地
須　貝　福次郎	 87	 大津
志　村　ミ　ツ	 89	 鳥屋
髙　橋　ハ　ル	 93	 荒島
小　川　ト　ミ	 96	 羽ヶ榎

神林地区

佐　藤　重　夫	 91	 松沢
佐　藤　ヤ　ス	 73	 指合
加　藤　廣太郎	 98	 下助渕
八藤後　雄　七	 88	 上助渕
伊與部　トラヨ	 94	 北新保
遠　山　晴　夫	 54	 宿田
近　　　ト　シ	 90	 山田

氏名	 年齢	 行政区
朝日地区

横　井　ト　メ	 93	 檜原
石　栗　陸　子	 84	 石住
本　間　　　宏	 74	 岩沢
菅　原　盛　雄	 72	 岩沢
髙　橋　千代子	 80	 下中島
五十嵐　周　三	 77	 大場沢
石　栗　　　茂	 90	 小川
船　山　モ　ト	 95	 小川
小　田　隼　人	 30	 古渡路
横　井　　　ん	 103	 下新保
山北地区

佐　藤　靜　江	 77	 伊呉野
増　子　忠　和	 70	 府屋
富　樫　光　子	 80	 勝木
本　間　榮　吉	 77	 温出
石　澤　三　次	 82	 鵜泊
佐　藤　育　造	 77	 大毎
大　滝　トメヨ	 90	 鵜泊
齋　藤　スズエ	 94	 勝木

※保護者やご遺族などの了解を得て掲載しています　※10月11日から11月10日までの届け出です（敬称略）
※表示している行政区は、実際登録されている町内会、集落です

※氏名は、住民基本台帳および戸籍の字体で掲載しています

人口と世帯数（11月1日現在）
（　　）内は前月比 　人口Ä33,334(△37)　Å36,294人(△29)　�計69,628人(△66)　    22,813世帯(10)
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村
上
市
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー

情
報
ひ
ろ
ば

☎
53
│

７
５
１
１

図書館ひろば
村上市立中央図書館　☎53-7511

【中央図書館】
◆　あしたの虹（ぱーぷる［瀬戸内寂聴］）

◆　左岸（江國香織）

◆　右岸（辻仁成）

◆　お誕生会のお菓子12か月

◆　「天地人」を歩く（火坂雅志）

◆　漆器の弁当箱・食
じき

篭
ろう

・盆

○　日本が見える「線路」の地図帳

○　Lost　and　Found－さがしもの（石崎洋司ほか）

○　おこる（中川ひろたか）

○　おじいちゃんがおばけになったわけ（エヴァ・エリクソン）

【朝日図書館】
◆　なぜ君は絶望と闘えたのか（門田隆

りゅうしょう

将）

◆　おとながこどもにできること（ローター・シュタインマン）

○　ふしぎなもるもくん（斉藤洋）

○　きかんしゃヘンリエッテ（リーズル・シュティッヒ）

○　クリスマスのふしぎなはこ（斉藤俊行）

新　着　図　書

メ
デ
ィ
ア
メ
ッ
セ
２
０
０
８

　

今
年
も
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
で
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い
で
す

と　

き　

12
月
６
日
㈯

　
　
　
　

午
前
９
時
～

と
こ
ろ　

教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
全
館

　

※
入
場
無
料

◆
映
画
上
映
会

　

�　
「
ケ
ロ
ロ
軍
曹
３　

天
空
大
決

戦
で
あ
り
ま
す
！
」（
96
分
）

　

時
間　

①
午
前
10
時
30
分
～

　
　
　
　

②
午
後
１
時
30
分
～

　

※
各
回
と
も
先
着
２
０
０
人

◆
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ナ
ー

　

�　

カ
レ
ン
ダ
ー
づ
く
り
や
ペ
ー

パ
ー
ク
ラ
フ
ト
づ
く
り

　

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

◆
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で

　
　
　

お
も
し
ろ
星
座
ば
な
し

　

「
冬
の
星
座
と
天
文
現
象
」

　

時
間　

午
前
９
時
30
分
～
10
時

　

※�

午
前
９
時
か
ら
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
前
で
申
し
込
み
受
け
付
け
し

ま
す
。先
着
20
人

ご自宅のパソコンや携帯（インターネット）
で本の予約、貸し出しの延長や利用状
況の確認が開館時間外でもできるよう
になります。

サービス開始　12月16日㈫～
　サービスを利用するにはパスワードが必

要です。（パスワードの発行も16日からとな
ります）

　図書館窓口で発行します。利用者カードと

本人と確認できるもの（免許証や保険証な

ど）をお持ちください。

　詳しい内容は中央図書館へお問い合わせ

ください。

パスワードを発行できる場所

図書館 受付時間
中央・朝日図書館 開館時間内
荒川図書室 月～金９時～ 17時

山北図書室
開館日の８時30分～

17時30分
※�本の予約申し込みの時間によっては、受け付
け処理まで時間がかかることがあります

◆…一般書、○…児童書

� 【中央図書館】火　曜　日　15：30～　　土　曜　日　11：00～

よみきかせのある日�【朝日図書館】第４土曜日　10：00～

 【荒川図書室】第３土曜日　10：00～（４・８・３月を除く）

◆
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

　
　
　

も
の
が
た
り
シ
ア
タ
ー

　

「
金
の
小
鳥
」「
炭
焼
長
者
」「
し
っ

ぺ
い
太
郎
」

　

時
間　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

　

※
先
着
80
人

◆
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
特
別
上
映

　
　

「
冬
の
星
座
」

　

時
間　

①
午
後
１
時
～

　
　
　
　

②
午
後
３
時
～

　

※
各
回
と
も
先
着
80
人

◆
お
は
な
し
マ
ラ
ソ
ン

　

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

※�

時
間
内
に
い
つ
来
て
も
お
話
が

聞
け
ま
す

◆
特
別
展﹁
天
地
人
﹂

　

県
立
歴
史
博
物
館
の
所
蔵
資
料
を

図
書
館
内
で
展
示
し
ま
す
。

　

※�

１
月
25
日
㈰
ま
で
。
図
書
館
休

館
日
を
除
く

◆
冬
の
朗
読
会

　

大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め
る
作
品

を
朗
読
し
ま
す
。

　

時
間　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

◆
青
少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭
典

　
　

～
み
ん
な
集
ま
れ
！

お
も
し
ろ
わ
く
わ
く
体
験
～

　
　

「
科
学
実
験
や
も
の
づ
く
り
」

　

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
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市報むらかみは、資源保護のため
再生紙と環境にやさしい大豆インクを
使用しています。

印刷　村上印刷株式会社

　11月16日㈰、村上農村環境改善センターで行われた育児講座「パ
パがつくった料理を親子で食べよう会」の様子です。慣れた手つ

きでお父さんたちが作った料理は、炊き込みご飯や鮭のチャン

チャン焼きなど。出来上がりを待つお子

さんとお母さんは、親子の写真が入った

首飾りを作りました。首飾りをお父さん

にプレゼントして、仲良く出来上がった

料理を食べていました。より一層、親子

のきずなが深まった一日でした。

ホームページアドレス　http://www.city.murakami.lg.jp　　メールアドレス　info@city.murakami.lg.jp

今月の表紙編集後記
u朝晩の冷え込みも厳しくなって
きましたが、いかがお過ごしで
しょうか？早いもので、今年も残
すところ１カ月となりました。今
年は皆さんにとってどんな１年で
したか？世の中では、原油価格の
高騰や世界的な金融危機、食の安
全問題など暗い話題が多かったよ
うに思います。しかし、今年は何
といっても『新村上市誕生！！』の
記念すべき年。この一年を明るく
締めくくるため、もうひと踏ん張
りです。慌ただしい時期になりま
すが、がんばりましょう。○治

お幕場
大池公園老人ホーム

さつき園

神林
支所

道
の
駅

345

岩
船
町

このコーナーでは、村上市の観光名所やイ
ベントなどを紹介します。

村上の

おたのし どころ見

むらかみ防災・防犯情報ねっと
メールでいつでもどこでも緊急情報をキャッチ!
http://www.city.murakami.niigata.jp/i/ml/
右のQRコードで読み取るだけで簡単アクセス

　

旧
神
林
村
か
ら
岩
船
に
か
け
て
の

海
岸
沿
い
に
広
が
る
２
８
０
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
赤
松
林
の
中
に「
お
幕
場
」

が
あ
り
ま
す
。昔
、村
上
藩
主
や
家
臣

ら
が
赤
松
林
に
幕
を
張
り
、
野
宴
を

楽
し
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
こ
の
松
林
を
「
お
幕
場
」
と
呼
ん

で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
の
白
砂
青
松
百
選
に

選
ば
れ
た
こ
の
景
勝
地
に
包
ま
れ
る

よ
う
に
、
約
３
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の

砂
丘
湖「
大
池
」が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
大
池
周
辺
を
憩
い
の
場
と
し

て
、
平
成
元
年
か
ら
年
次
的
に
整
備

を
進
め
、
平
成
9
年
に
完
成
し
た
の

が「
お
幕
場
・
大
池
公
園
」で
す
。

　

国
道
３
４
５
号
沿
い
に
あ
り
、
遊

歩
道
や
湖
上
の
水
鳥
な
ど
を
観
察
で

き
る
展
望
台
や
出
島
も
あ
り
ま
す
。

　

「
県
北
の
白
鳥
の
湖
」と
し
て
知
ら

れ
る
大
池
に
は
、
毎
年
10
月
中
旬
頃

か
ら
白
鳥
が
飛
来
し
、
4
月
中
旬
こ

ろ
ま
で
の
早
朝
や
夕
方
に
は
湖
面
に

翼
を
休
ま
せ
る
光
景
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。


